「おのれくく、こしやくなマネを!
ぼくの攻撃を受けて逆上したダイヤモンドドッグが、鋭い爪を一閃させた!
ヤツの爪は、目にも止まらぬ速さで、ぼくとプーの足を切り裂く!(HPマイナス5)ス
ターストームを使った方がよかったかも。ぼくの脳裏を、そんな考えがよぎった。
●カにチェックがあれば…………550へ●なければ…583へ
607
ぼくらは、砂漠をさらに南へ向かうための、最初の1歩を踏み出した。と、そのとき!
どこからともなく、不思議な老人が舞い降り、プーの前に立ちはだかった。
「あなたは〓」プーが、驚いたように口を開く。
「プー、知ってる人なのか?
ぼくが問うと、プーの代わりに、老人が話しはじめた
「プー、あの"ム"の修行以来じゃな。わしか?わしは、まぼろし老人とでも覚えておい
てもらおうか。ときに、プー、そなたを新たなる修行の場に連れてゆきたいのじや。おっと、
断ることはできんぞ。答えは1つだけじや。そこでおまえは、星を落とす術スターストーム
を習得しなければならんのじゃ」
まぼろし老人は、プーに向かって淡々と話す。ぽくら3人は、固唾を飲んで、じっと成り

